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将来性や導入実績でH-UV機に
伴印刷㈱は、「すべてはお客様のた

めに」をモットーに、印刷を通してお

客様の想いをカタチにするお手伝いを

するとともに、印刷事業の枠を超えて

お客様の要望をワンストップで実現で

きる“コミュニケーション支援企業”を

目指している。

同社は長らく海外メーカーの油性機

を使用していたが、伴社長は3年位前

から「これからの時代はUVが必要だ」

と考えていたという。

「いろいろなメーカーも見学しまし

た。私は経営的な面から、メーカーの

将来性やサービス対応はどうか、お付

き合いするのに値するのかを判断し

て、最善のメーカーを選ばなければな

りません。そして、現場での検討結果

も“多くの導入実績があり、技術面で

もH-UV機が一番いい”との判断でし

た。KOMORIとのお付き合いはほと

んどありませんでしたが、導入を決め

ました」と伴社長は語られた。

昨年12月、H-UV搭載リスロン

G40(菊全判4色機)を油性機と入れ替

えて導入している。

トラブルやクレームは“ゼロ”に
「品質の良さやスピードを実感して

います」と言う伴社長に、導入メリッ

トや成果について伺った。

「やはり速乾性による事故の軽減や

仕事の効率化ですね。それに一番良か

ったと思うことは、工場内の作業環境

が本当に良くなりました。働く社員の

目線や視線が今までとは違いますし、

モチベーションが上がったような気が

します。きれいな環境で、きれいな印

刷機で刷れば、きれいな印刷物ができ

るのを肌で感じています」と語られ

た。そして、H-UV機導入で実現した成

果について、4つのゼロを挙げられた。

○今までパウダーに起因するトラブル

が一番多かったが、H-UV導入後は

完全にトラブルはゼロになっている。

伴印刷株式会社は、1923年創業。現
在では商業印刷やSPツールの企画・制
作をはじめ、メディア広告、クリエイテ
ィブ制作、マーケティングリサーチ＆プ
ランニング制作など幅広く事業を展開
し、地域に貢献する老舗企業としてお客
様の期待と信頼に応えている。
昨年12月、これからの時代を勝ち抜
くために、H-UV搭載リスロンG40(菊
全判4色機)を品質検査装置と色調管理
装置を装備して導入。さらに、導入後に
はK-Supplyインキを追加採用してい
る。その導入理由や成果について、伴社
長、伴康行 生産管理部部長、吉澤博司 
営業部部長にお聞きした。

伴印刷株式会社 ○両面4色の仕事が多いが、裏面印刷

や後加工の待ち時間はゼロになった。

○色に関しては油性の再版ものでもク

レームやトラブルはゼロである。

○導入以降、印刷現場での事故はゼロ

になっている。

伴社長は、「以前に比べて回転数は

1.5倍、版替えのスピードは2倍以上

で、生産性はイメージ的には2倍以上

になっている気がします。KOMORI

の営業の方からは『生産性はKOMORI

ユーザーの中で5指に入るくらい頑張

っていますよ』と、お褒めの言葉をい

ただいています」と笑顔で語られた。

同社のH-UV枚葉機は1台であるが、

スペックの100％を導き出して最大

限に活用することを目指している。

多くの方に喜ばれるH-UV機
「作業効率は爆発的に良くなりまし

た」と言う伴部長に、色調管理装置と

品質検査装置について伺った。

「色調管理装置

は刷り出しから刷

了まで濃度管理が

できるので、印刷

品質は非常に良く

なりました。品質

検査装置は1枚1

枚すべてを検査してくれますので、オ

ペレーターは安心してスピードを上げ

て印刷できるようになり、自信を持っ

て納品できます。」

実際に印刷現場では、15,000回

転のスピードで印刷されていた。

K-Supplyインキについて伺った。

「導入当初は他社のインキを使って

いました。いろいろと問題があり、

K-Supplyインキでテストしてみた

ところ相性も良く使いやすいので

切り替えました。さらに、資材など

K-Supply商品の使用により、機械の

コンディションも見てもらえます。今

まではトラブルの原因がインキなのか

印刷機なのか分かりませんでしたが、

両方ともKOMORI製品なのですぐに

対処できるメリットは大きいですね。」

さらに、伴部長は、「H-UV機の導

入で、お客様からは『速乾で両面の印

刷立ち会いができるようになり、ドラ

イダウンもないので安心できます』、

製本会社からは『伴さんの印刷物は加

工がしやすい。折りやすいし、本当に

トラブルがなくなりました』、PODの

オペレーターからは『宛名印字など

PODの追い刷りがトラブルなく安心

して作業ができます』など、多くの方

から喜ばれています」と語られた。

特に、PODの追い刷り印刷におい

て、パウダーレスのH-UV印刷により

粉とり作業から完全に開放されたメリ

ットは非常に大きいと強調された。

仕事の締めが早くなり楽になった
営業の吉澤部長に営業面からH-UV

機導入の成果について伺った。

「営業ツールとして合成紙や静電フィ

ルムなどの印刷サンプルを作って営業

活動を行っています。医療機器メーカ

ーの仕事をしていますが、水を使う医

療機器の取説にユ

ポの使用を提案し

ています。まだ大

きな成果にはなっ

ていませんが、1

年目で少し成果が

出て、2年目で大

きな花が咲けばいいなと考えていま

す。また、H-UV印刷は時間短縮がで

きるので営業的にも強みになっていま

す。また、工場の終わる時間がかなり

前倒しになり、それに伴い営業も仕事

の締めがすごく楽になっています。」

印刷をコア事業に伸びていく
伴社長に今後について伺った。

「私が一番大切にしていることは、

軸足を固めて仕事をすることです。お

客様に印刷物をお届けすることが私た

ちの本来の目的ですから、印刷をコア

事業に、その周辺にどれだけの付加価

値をつけていけるかを考えながら、来

たものは何でもこなしていきたいと思

っています。とにかく社員には、日々

の営業活動・生産活動に注力してもら

えればと考えています。私共のような

地方都市の印刷会社は、地方の特性を

活かしながら、広い視野で仕事をやっ

ていかなければならないと思います」

と語る伴社長は、印刷を通して栃木県

内の企業とともに元気な明日を模索し

続けている。
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